
環境基本計画調査票

取組の総括
（成果・課題等）

契約終了（2030年度）
までの方向性

具体的な予定事業
2025年度

具体的な予定事業
2026年度

具体的な予定事業
2027年度

具体的な予定事業
2028年度

具体的な予定事業
2029年度

具体的な予定事業
2030年度

今後の方向性

基本方針1　瀬戸の“しぜん”
1-1 自然環境の保護・保全

1-1-1 貴重な自然環境の保護・保全
特定地区について、既指定地区（下
半田川町蛇ヶ洞川エリア）におい
て、「保護及び保全計画書」に基づ
く保護・保全活動を市民、事業者と
の連携・協働のもとで推進
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環境課（環境
保全係）

・各種団体、地域住民による蛇ヶ洞
川清掃活動
・蛇ヶ洞サラマンダーの立ち上げ
・紙芝居「蛇ヶ洞大蛇伝説」読み聞
かせ動画配信

・各種団体、地域住民による蛇ヶ洞
川清掃活動
・不法投棄防止看板の設置

・各種団体、地域住民による蛇ヶ洞
川清掃活動
・不法投棄防止防犯カメラの設置

・各種団体、地域住民による蛇ヶ洞
川清掃活動
・せと環境塾にて特定地区の保全と
保護に関する講座の開催

・サステナブルせと、せとまるっと・環
境クラブ、瀬戸ｵｵｻﾝｼｮｳｳｵを守る会、自
治会など多くの団体が参加し、活動を継
続している。
・不法投棄看板、防犯カメラの設置によ
り毎年収集するごみの量が減少してい
る。

今後も多くの団体と協力して、清掃活動
を継続する。それに加えて、新たな取り
組みを協働団体と考えていく。
また、新たに特定地区に指定された区域
においても同様の活動を行っていく。

・各種団体、地域住民
による蛇ヶ洞川清掃活
動

・各種団体、地域住民
による蛇ヶ洞川清掃活
動

・各種団体、地域住民
による蛇ヶ洞川清掃活
動

・各種団体、地域住民
による蛇ヶ洞川清掃活
動

・各種団体、地域住民
による蛇ヶ洞川清掃活
動

・各種団体、地域住民
による蛇ヶ洞川清掃活
動

清掃活動に加えて新たな取り
組みを協働団体と考えてい
く。
また、新たに特定地区に指定
された区域においても同様の
活動を行っていく。

特定地区を新規に指定
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環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし ・あいち生物多様性戦２０３０にお
ける「保全のための植生管理が行わ
れている湿地」の候補地として市内
の湿地（「A湿地」とする。）が選定
された。
・海上の森の湿地を中心とした湿地
サミットが開催された。
※湿地場所の公開は、土地所有者、
保全関係者の了承がないと公開しな
い仕組みとなっている。

県・土地所有者・有識者とA湿地保全
のための体制づくりにむけての打ち
合わせを行った。
県が「湿地保全管理計画」を作成し
た

湿地サミットを契機に、市民の意識が高
まった。県のプロジェクトを活用して湿
地保全の準備が進んだが、A湿地を自然
環境特定地区として指定できるようにし
たい。

県と市民団体と連携・協力しながら、湿
地の保全活動をスタートさせたい。保全
活動が軌道に乗ったタイミングで、湿地
を自然環境特定地区として指定を目指
す。

・湿地の保全活動 ・湿地の保全活動 ・湿地の保全活動 ・湿地の保全活動 ・湿地の保全活動 ・湿地の保全活動 A湿地を自然環境特定地区と
して指定を目指す。

特定地区及び候補地区においては、
継続的な自然環境のモニタリング調
査を実施し、自然環境の現状把握

39
環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし 実績なし 実績なし 実績なし 市民団体の協力のもと自然環境の現状把
握を行いたい。

・市民団体によるカタ
クリ群生地調査

・市民団体によるカタ
クリ群生地調査

未定 未定 未定 未定 市民団体の協力のもと自然環
境の現状把握を行いたい。

1-1-2 森林の適切な保全
天然林、人工林など森林の形態に合
わせた造林や間伐などの適切な森林
施業による森林の保全を図る
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農林課 瀬戸市森林整備計画に基づき、伐採

届等により森林を保全
瀬戸市森林整備計画に基づき、伐採
届等により森林を保全

瀬戸市森林整備計画に基づき、伐採
届等により森林を保全

瀬戸市森林整備計画に基づき、伐採
届等により森林を保全

引き続き取組を維持していく 引き続き取組を維持していく 引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

環境課（環境
保全係）

自然公園法に基づく、自然公園内の
行為規制に係る手続きの適正処理

自然公園法に基づく、自然公園内の
行為規制に係る手続きの適正処理

自然公園法に基づく、自然公園内の
行為規制に係る手続きの適正処理

自然公園法に基づく、自然公園内の
行為規制に係る手続きの適正処理

自然公園法に基づく、自然公園内の行為
規制に係る手続きが適正に行われるよ
う、窓口等で書類の整備の指導を行っ
た。

継続 手続きの適正処理 手続きの適正処理 手続きの適正処理 手続きの適正処理 手続きの適正処理 手続きの適正処理 継続

環境課（環境
保全係）

自然公園指導員による愛知高原国定
公園における適切な保全（年間活動
回数 129日）

自然公園指導員による愛知高原国定
公園における適切な保全（年間活動
回数 157日）

自然公園指導員による愛知高原国定
公園における適切な保全（年間活動
回数 220日）

東海自然歩道全線の状況確認と、ねむの
森の自然についての現地講演を行った。
また、東海自然歩道内の倒木の撤去、ご
みの撤去など自然公園地域の保全に努め
た。

継続 ・自然公園指導員によ
る愛知高原国定公園に
おける適切な保全

・自然公園指導員によ
る愛知高原国定公園に
おける適切な保全

・自然公園指導員によ
る愛知高原国定公園に
おける適切な保全

・自然公園指導員によ
る愛知高原国定公園に
おける適切な保全

・自然公園指導員によ
る愛知高原国定公園に
おける適切な保全

・自然公園指導員によ
る愛知高原国定公園に
おける適切な保全

継続

東大演習林の維持など、関係機関と
連携しながら、森林面積の減少を抑
制
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環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし
（東大演習林水文学研究所の100周年
記念式典において市長ビデオメッ
セージを作成）

実績なし
（せと環境塾において東大演習林の
講座を企画した。（申込者数達せず
未実施））

実績なし 平成23年に東大演習林生体水文学研究所
と地域交流に関する協定書を締結して連
携を図っている。

東京大学赤津研究林サポーターズクラブ
シデコブシの会と連携し、せと環境塾認
定講座の実施、情報交換を継続してい
く。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 継続

1-1-3 河川などの水辺環境の保全
環境課（環境
保全係）

瀬理研による水生生物調査の実施 瀬理研による水生生物調査の実施 瀬理研による水生生物調査の実施 瀬理研による水生生物調査の実施 魚類：27種類、水生昆虫：43種類を毎
年、夏に継続して調査をしている。生物
指数、汚濁指数、SS、BOD、CLなどの結
果も掲載している。

50年以上続いている調査であり、市の水
生生物の年毎の変動を知ることができる
ため、今後も継続する。調査結果を多く
の場で公表・活用できる手法を考える。

・瀬理研による水生生
物調査の実施

・瀬理研による水生生
物調査の実施

・瀬理研による水生生
物調査の実施

・瀬理研による水生生
物調査の実施

・瀬理研による水生生
物調査の実施

・瀬理研による水生生
物調査の実施

長年にわたって継続している
調査である。調査結果を多く
の場で公表・活用できる手法
を考える。

環境課（環境
保全係）

公共用水域水質調査の実施 公共用水域水質調査の実施 公共用水域水質調査の実施 公共用水域水質調査の実施 毎年、業務委託で調査を行い、調査結果
は年次報告書にて公表している。市内河
川47地点を調査し、全地点において一般
項目・生活環境項目・その他項目、主要
な河川においては健康項目を追加で調査
している。

何年もの間、続いている調査であり、市
の水生生物の年毎の変動を知ることがで
きるため、今後も継続する。
また、必要に応じて調査地点を加除し、
引き続き調査を行う。
長年にわたって継続している調査であ
り、調査結果を多くの場で公表・活用で
きる手法を考える。

・公共用水域水質調査
の実施

・公共用水域水質調査
の実施

・公共用水域水質調査
の実施

・公共用水域水質調査
の実施

・公共用水域水質調査
の実施

・公共用水域水質調査
の実施

長年にわたって継続している
調査である。調査結果を多く
の場で公表・活用できる手法
を考える。

環境課（環境
保全係）

せと環境塾にて水生生物調査の開催 せと環境塾にて水生生物調査の開催 せと環境塾にて湿地の植物と昆虫の
観察

せと環境塾や水生生物調査等を通じて市
民の意識啓発を行い、保全につなげる取
組ができた。

今後も、啓発事業を通じて保全につなが
る取組を進めていく。

未定 未定 未定 未定 未定 未定

維持管理課 河川浚渫工事、除草・障害物除去等
環境整備

河川浚渫工事、除草・障害物除去等
環境整備

河川浚渫工事、除草・障害物除去等
環境整備

河川浚渫工事、除草・障害物除去等
環境整備

河川の適切な維持管理を実施した。 引き続き、継続する。 河川浚渫工事、除草・
障害物除去等環境整備

河川浚渫工事、除草・
障害物除去等環境整備

河川浚渫工事、除草・
障害物除去等環境整備

河川浚渫工事、除草・
障害物除去等環境整備

河川浚渫工事、除草・
障害物除去等環境整備

河川浚渫工事、除草・
障害物除去等環境整備

環境課（環境
保全係）

・各種団体、地域住民による蛇ヶ洞
川清掃活動

・各種団体、地域住民による蛇ヶ洞
川清掃活動

・各種団体、地域住民による蛇ヶ洞
川清掃活動

・各種団体、地域住民による蛇ヶ洞
川清掃活動

清掃活動により良好な水辺環境の維持に
取り組んだ。

今後も、清掃活動を通じて良好な水辺環
境の維持に取り組む。

・各種団体、地域住民
による蛇ヶ洞川清掃活
動

・各種団体、地域住民
による蛇ヶ洞川清掃活
動

・各種団体、地域住民
による蛇ヶ洞川清掃活
動

・各種団体、地域住民
による蛇ヶ洞川清掃活
動

・各種団体、地域住民
による蛇ヶ洞川清掃活
動

・各種団体、地域住民
による蛇ヶ洞川清掃活
動

環境課（ごみ
減量係）

地域清掃活動のごみ回収、清掃袋配
布

地域清掃活動のごみ回収、清掃袋配
布

地域清掃活動のごみ回収、清掃袋配
布

地域清掃活動のごみ回収、清掃袋配
布

地域住民によるはちまん池の草刈り等に
対し、ごみ回収、清掃袋配布を実施し
た。

住民等からの要望が続く見通しのため、
継続してごみ回収、清掃袋配布を行う。

住民等からの要望が続く見通
しのため、継続してごみ回
収、清掃袋配布を行う。

1-2 生物多様性の保全
1-2-1 生物の多様な生息生育環境の保全

環境課（環境
保全係）

せとせとまるっと・環境クラブによ
るカタクリ群生地保全活動

せとせとまるっと・環境クラブによ
るカタクリ群生地保全活動

せとせとまるっと・環境クラブによ
るカタクリ群生地保全活動

せとせとまるっと・環境クラブによ
るカタクリ群生地保全活動

せとせとまるっと・環境クラブカタクリ
群生地の保全・保護活動を行ってる。今
後も引き続き行う。

2025年度に環境調査員を任命し、自然環
境調査を行う予定である。
自然環境調査の結果に基づき、効果的な
保全活動に役立てる。

・市民団体によるカタ
クリ群生地調査、保全
活動

・市民団体によるカタ
クリ群生地調査、保全
活動

・市民団体によるカタ
クリ群生地保全活動

・市民団体によるカタ
クリ群生地保全活動

・市民団体によるカタ
クリ群生地保全活動

・市民団体によるカタ
クリ群生地保全活動

自然環境調査の結果に基づ
き、効果的な保全活動に役立
てる。

環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし 実績なし せとせとまるっと・環境クラブによ
るアカヅガキの保全

せとせとまるっと・環境クラブと市内企
業と共同で行っている事業であり、サス
テナブルせとの機能が具象化した事例で
ある。

接ぎ木を始めて２年目であり、１年目は
失敗に終わったが、２年目は芽の成長が
確認できた。今後も引き続い経過観察す
る。今回の事例に倣って、サステナブル
せとにより企業とマッチングし、保全活
動の場を増やしていきたい。

未定 未定 未定 未定 未定 未定

地域の生態系ネットワークを構築
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環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし 実績なし 実績なし 実績なし 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

1-2-2 外来生物対策の推進
環境課（衛生
係）

ｱﾗｲｸﾞﾏ、ﾇｰﾄﾘｱの防除実施計画書（ﾊｸ
ﾋﾞｼﾝは計画対象外）に基づく駆除を
実施。
捕獲檻の貸し出し（72回）
捕獲後の害獣の駆除（55頭）

ｱﾗｲｸﾞﾏ、ﾇｰﾄﾘｱの防除実施計画書（ﾊｸ
ﾋﾞｼﾝは計画対象外）に基づく駆除を
実施。
捕獲檻の貸し出し（85回）
捕獲後の害獣の駆除（85頭）

ｱﾗｲｸﾞﾏ、ﾇｰﾄﾘｱの防除実施計画書（ﾊｸ
ﾋﾞｼﾝは計画対象外）に基づく駆除を
実施。
捕獲檻の貸し出し（84回）
捕獲後の害獣の駆除（89頭）

ｱﾗｲｸﾞﾏ、ﾇｰﾄﾘｱの防除実施計画書（ﾊｸ
ﾋﾞｼﾝは計画対象外）に基づく駆除を
実施。
捕獲檻の貸し出し（100回）
捕獲後の害獣の駆除（104頭）

獣害対策として一定の効果を発揮してき
た。

引き続き、獣害被害を受ける市民に対す
る支援を継続していく。過去の実績を踏
まえながら、必要に応じて捕獲檻数の増
加等、体制の強化を図っていく。

ｱﾗｲｸﾞﾏ、ﾇｰﾄﾘｱの防除
実施計画書（ﾊｸﾋﾞｼﾝは
計画対象外）に基づく
駆除を実施。

ｱﾗｲｸﾞﾏ、ﾇｰﾄﾘｱの防除
実施計画書（ﾊｸﾋﾞｼﾝは
計画対象外）に基づく
駆除を実施。

ｱﾗｲｸﾞﾏ、ﾇｰﾄﾘｱの防除
実施計画書（ﾊｸﾋﾞｼﾝは
計画対象外）に基づく
駆除を実施。

ｱﾗｲｸﾞﾏ、ﾇｰﾄﾘｱの防除
実施計画書（ﾊｸﾋﾞｼﾝは
計画対象外）に基づく
駆除を実施。

ｱﾗｲｸﾞﾏ、ﾇｰﾄﾘｱの防除
実施計画書（ﾊｸﾋﾞｼﾝは
計画対象外）に基づく
駆除を実施。

ｱﾗｲｸﾞﾏ、ﾇｰﾄﾘｱの防除
実施計画書（ﾊｸﾋﾞｼﾝは
計画対象外）に基づく
駆除を実施。

過去の実績を踏まえながら、
必要に応じて捕獲檻数の増加
等、体制の強化を図ってい
く。

環境課（衛生
係）

実績なし カミツキガメの捕獲及び駆除を実施
（1匹）

カミツキガメの捕獲及び駆除を実施
（1匹）

カミツキガメの捕獲及び駆除を実施
（2匹）

少数ではあるが着実に駆除を実施してき
た。

引き続き、駆除を実施し、市民への被害
防止に努める。着実に駆除を実施してい
くとともに、ＨＰ等を通じた市民への注
意喚起を強化していく。

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続

環境課（衛生
係）

実績なし 実績なし 実績なし 「Andrias属（ｵｵｻﾝｼｮｳｳｵ属）に属す
る種のうちAndrias japonicus（ｵｵｻ
ﾝｼｮｳｳｵ）以外のもの並びにAndrias属
（ｵｵｻﾝｼｮｳｳｵ属）に属する種が
Andrias属（ｵｵｻﾝｼｮｳｳｵ属）に属する
他の種と交雑することにより生じた
生物」を対象とした防除実施計画
（期間：確認日から令和13年3月31日
まで）を策定。

蛇ヶ洞川においてｵｵｻﾝｼｮｳｳｵの交雑種個
体が確認されたため、今後も発見の都
度、防除実施計画に基づき、対象生物の
駆除を図っている。

防除を行う区域から完全排除することを
長期的な目標とし、当面の目標として
は、防除を行う区域における生態系被害
の低減化を図ることとする。

・防除実施計画に基づ
く対象生物の駆除

・防除実施計画に基づ
く対象生物の駆除

・防除実施計画に基づ
く対象生物の駆除

・防除実施計画に基づ
く対象生物の駆除

・防除実施計画に基づ
く対象生物の駆除

・防除実施計画に基づ
く対象生物の駆除

防除を行う区域から完全排除
することを長期的な目標と
し、当面の目標としては、防
除を行う区域における生態系
被害の低減化を図ることとす
る。

環境課（衛生
係）

実績なし 実績なし 繁殖時期において、自治会（9連
区）、職員有志によるオオキンケイ
ギクの駆除活動を実施

繁殖時期において、自治会（9連
区）、職員有志によるオオキンケイ
ギクの駆除活動を実施

自治会の参加連区も増加しており、市は
トングの貸し出しやごみ袋の提供により
支援を行ってきた。

地域主体の活動であり、地域力を高める
ものでもあることから、市も可能な限り
支援・協働していく。実際の駆除活動と
並行して、看板、のぼりを用いた啓発活
動も進めていく。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 実際の駆除活動と並行して、
看板、のぼりを用いた啓発活
動も進めていく。

1-2-3 生物多様性に対する理解の促進
生物多様性保全に関する市民の理解
を深めるために、情報発信やイベン
トを通して市民への周知を図り、得
た知識を体感してもらうための環境
学習や環境教育を実施

40

環境課（環境
保全係）

せと環境塾にて外来種についての講
座の実施

せと環境塾にて外来種についての講
座の実施

・せと環境塾にて外来種についての
講座の実施
・獣害対策の動画配信

・せと環境塾にて菌類の役割を学ぶ
講座の実施
・東部丘陸生態系ネットワーク協議
会によるあいち自然再生カレッジ講
座の開催

毎年、内容を変え、せと環境塾で外来種
に関する知識を学び、生物多様性につい
て考える講座を実施している。

2025年度に第３次環境基本計画に盛り込
む形で生物多様性地域戦略を策定予定。
計画に基づき自然環境特定地区の新規指
定、30by30目標達成に向けた支援、生物
多様性に係る情報発信を行いたい。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 計画に基づき、自然環境特定
地区の新規指定、30by30目標
達成に向けた支援、生物多様
性に係る情報発信を行う。

1-3 自然とのふれあいの推進
1-3-1 ふれあいの場・機会の創出

定光寺、岩屋堂、東海自然歩道等、
自然とふれあえる場や機会を提供す
ることによって、自然環境に対する
親しみの向上や理解を促す

41

商工観光課 定光寺公園、岩屋堂公園、東海自然
歩道の維持管理

定光寺公園、岩屋堂公園、東海自然
歩道の維持管理

定光寺公園、岩屋堂公園、東海自然
歩道の維持管理

定光寺公園、岩屋堂公園、東海自然
歩道の維持管理

公園施設の老朽化、老木化に伴う樹勢の
衰えへの対応が今後の課題である。

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続

パートナーシップ型組織との連携・
協働による自然とのふれあい講座や
イベントを実施

41

環境課（環境
保全係）

岩谷堂ガイドブックの販売 せとせとまるっと・環境クラブによ
るきのこの観察会、屋戸湿地観察会
の実施

せとまるっと・環境クラブによる赤
津エリア自然観察会、カタクリ及び
掛川古道観察会の実施

せとまるっと・環境クラブによるカ
タクリ観察会の実施

コロナの時期はガイドブックの販売、以
後は毎年、自然観察会が開催されてい
る。今後は、カタクリ観察とともに、現
地周辺の祠堂、景観などの観察を取り入
れることも検討する。

自然は四季折々、また年々変化するもの
であるため、同じ箇所を毎年、観察する
ことは重要である。ただ、毎年少し異な
る企画を考えることで、参加者のリピー
ト率向上にもつながる。イベントの開催
に加え、自然に関する書籍を出版するこ
とは、その書籍を見て、現地に足を運ん
でみようという新たな観光者の呼び込み
にも寄与すると考えられる。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 イベントの開催に加え、自然
に関する書籍を出版すること
は、その書籍を見て、現地に
足を運んでみようという新た
な観光者の呼び込みにも寄与
すると考えられる。

1-3-2 里山の適切な維持管理と活用
適切な造林・間伐など里山環境の維
持管理を推進

41
農林課 瀬戸市森林整備計画に基づき、伐採

届等により森林を保全
瀬戸市森林整備計画に基づき、伐採
届等により森林を保全

瀬戸市森林整備計画に基づき、伐採
届等により森林を保全

瀬戸市森林整備計画に基づき、伐採
届等により森林を保全

引き続き取組を維持していく 引き続き取組を維持していく 引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

農林課 実績なし 実績なし 実績なし 実績なし 実績なし
2020年度に内装と家具に木材を使用した
にじの丘小学校が開校した。
また、一部の小学校ではｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷを作成
したり、竹でおもちゃを作ったりと木材
を環境教育に取り入れている。

未定
床や家具等を木質化する。

未定 未定 未定 未定 未定 未定

教育政策課 小・中学校の大規模改修工事に併せ
て、家具の木質化を図った。

小学校の長寿命化改良工事に併せ
て、家具の木質化を図った。

小学校の長寿命化改良工事に併せ
て、家具の木質化を図った。

2020年度に内装と家具に木材を使用した
にじの丘小学校が開校した。
また、一部の小学校ではｳｯﾄﾞﾃﾞｯｷを作成
したり、竹でおもちゃを作ったりと木材
を環境教育に取り入れている。

内装や家具等を木質化する。 八幡小学校長寿命化改
良工事

未定 未定 未定 未定 未定

1-3-3 農地の保全と活用
農地の維持・再生のための担い手の
育成を推進

41

農林課 市民菜園の貸し出し 市民菜園の貸し出し
瀬戸農業塾の開催

市民菜園の貸し出し
瀬戸農業塾の開催

市民菜園の貸し出し
瀬戸農業塾の開催

市民菜園の貸し出し
瀬戸農業塾については、露地野菜の基本
的な栽培知識が学べるカリキュラムを実
施している。卒塾後のフォローアップ等
が課題である。

引き続き取組を維持していく 引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

耕作放棄地については、農業者の要
望に沿った農地を探すなど、農業者
と農地のマッチングを図ることでの
活用を促進

41

農林課 農地バンクを活かした農業者と農地
のマッチング促進

農地バンクを活かした農業者と農地の
マッチング促進

農地パトロールや農地バンクへの登録推
進を強化しマッチング率の向上を図る

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

イノシシなどの有害鳥獣から農地を
保全するための対策を実施

41

農林課 鳥獣被害防止計画に基づいた農業被
害対策

鳥獣被害防止計画に基づいた農業被
害対策

鳥獣被害防止計画に基づいた農業被
害対策

鳥獣被害防止計画に基づいた農業被
害対策

有害鳥獣の捕獲、侵入防止柵の設置等を
推進している。生息数や生息域の拡大が
進んでいることが見込まれ、農業被害が
効果的に減少していないことが課題であ
る。

環境管理、侵入防止、捕獲の3つの対策
をを複合的に推進し、農業被害の減少に
努めていく。

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

引き続き取組を維持し
ていく

1-3-4 エコツーリズムの展開

河川の適切な維持管理や水辺の生物
の生息・生育環境の保全を図る

それぞれの生息・生育環境にあった
保全策を検討し、多種多様な生物が
共存する豊かな自然環境を保全

地域の生態系に影響を与える外来生
物（アライグマ、ハクビシン、ヌー
トリア、カミツキガメなど）の駆除
活動を推進し、地域固有の生態系の
保全し、人への危害防止など安全安
心の確保を図る

市民・事業者との連携・協働による
清掃活動などを推進し、水辺環境を
良好な状態で維持

環境学習・環境教育の場としての活
用を図り、伐採木などを活用した資
源活用（ブランド商品化）につなげ
る

施策の内容
掲載
ペー
ジ

担当課

自然公園地域や保安林などの適切な
指定と適切な活用による区域の継続

河川や湿地の水質調査や自然環境調
査などを定期的実施

2021年度 2024年度

今年度取組実績

2023年度2022年度 中間改定に向けた検討
2025年度～2030年度の具体的な予定事業

今年度取組実績 今年度取組実績今年度取組実績

基本目標
施策の方向性

施策

39

39

39

39

40

40

41

資料3-2



環境基本計画調査票

取組の総括
（成果・課題等）

契約終了（2030年度）
までの方向性

具体的な予定事業
2025年度

具体的な予定事業
2026年度

具体的な予定事業
2027年度

具体的な予定事業
2028年度

具体的な予定事業
2029年度

具体的な予定事業
2030年度

今後の方向性
施策の内容

掲載
ペー
ジ

担当課

2021年度 2024年度

今年度取組実績

2023年度2022年度 中間改定に向けた検討
2025年度～2030年度の具体的な予定事業

今年度取組実績 今年度取組実績今年度取組実績

基本目標
施策の方向性

施策

資料3-2

自然ガイドボランティアや観光事業
者などと連携して、エコツーリズム
の仕組みづくりを検討

41
商工観光課 実績なし 実績なし 実績なし 実績なし 実績なし 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

様々な手段（ホームページ、ＳＮ
Ｓ、紙媒体など）を活用して、自然
観光資源の魅力を発信

41

商工観光課 瀬戸市まるっとミュージアム・観光
協会HP及びインスタグラムでの情報
発信（岩屋堂公園・定光寺公園の
桜、新緑、紅葉情報等）

瀬戸市まるっとミュージアム・観光
協会HP及びインスタグラムでの情報
発信（岩屋堂公園・定光寺公園の
桜、新緑、紅葉情報等）

瀬戸市まるっとミュージアム・観光
協会HP及びインスタグラムでの情報
発信（岩屋堂公園・定光寺公園の
桜、新緑、紅葉情報等）

瀬戸市まるっとミュージアム・観光
協会HP及びインスタグラムでの情報
発信（岩屋堂公園・定光寺公園の
桜、新緑、紅葉情報等）

四季の自然を主にインスタグラムを用い
て発信を行った。

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続

基本方針2　瀬戸の“くらし”
2-1 公害対策の推進

2-1-1 大気汚染防止対策の推進
県と連携しながら、大気汚染防止の
ため、監視・指導を実施 43

環境課（環境
保全係）

県の自動車排出ガス測定局での常時
監視

県の自動車排出ガス測定局での常時
監視

県の自動車排出ガス測定局での常時
監視

県の自動車排出ガス測定局での常時
監視

2012年以降、浮遊粒子状物質（SPM）は
緩やかな減少傾向にあり、環境基準を満
足する良好な値となっている。

大気汚染については県の管轄であり、県
による常時監視を継続する。

・県の自動車排出ガス
測定局での常時監視

・県の自動車排出ガス
測定局での常時監視

・県の自動車排出ガス
測定局での常時監視

・県の自動車排出ガス
測定局での常時監視

・県の自動車排出ガス
測定局での常時監視

・県の自動車排出ガス
測定局での常時監視

継続

2-1-2 水質汚濁・土壌汚染防止対策の推進
環境課（環境
保全係）

瀬理研による水生生物調査の実施 瀬理研による水生生物調査の実施 瀬理研による水生生物調査の実施 瀬理研による水生生物調査の実施 （再掲）魚類：27種類、水生昆虫：43種
類を毎年、夏に継続して調査をしてい
る。生物指数、汚濁指数、SS、BOD、CL
などの結果も掲載している。

（再掲）50年以上続いている調査であ
り、市の水生生物の年毎の変動を知るこ
とができるため、今後も継続する。調査
結果を積極的に公表していきたい。

・瀬理研による水生生
物調査の実施

・瀬理研による水生生
物調査の実施

・瀬理研による水生生
物調査の実施

・瀬理研による水生生
物調査の実施

・瀬理研による水生生
物調査の実施

・瀬理研による水生生
物調査の実施

（再掲）長年にわたって継続
している調査であり、調査結
果を積極的に公表していく。

環境課（環境
保全係）

公共用水域水質調査の実施 公共用水域水質調査の実施 公共用水域水質調査の実施 公共用水域水質調査の実施 （再掲）毎年、業務委託で調査を行い、
調査結果は年次報告書にて公表してい
る。市内河川47地点を調査し、全地点に
おいて一般項目・生活環境項目・その他
項目、主要な河川においては健康項目を
追加で調査している。

（再掲）必要に応じて調査地点を加除
し、引き続き調査を行う。

・公共用水域水質調査
の実施

・公共用水域水質調査
の実施

・公共用水域水質調査
の実施

・公共用水域水質調査
の実施

・公共用水域水質調査
の実施

・公共用水域水質調査
の実施

継続

2-1-3 感覚公害の未然防止の推進
騒音・振動・悪臭等の感覚公害につ
いては、事業者との環境保全協定の
締結を積極的に働きかける 43

環境課（環境
保全係）

工業団地内企業との環境保全協定の
締結

工業団地内企業との環境保全協定の
締結

工業団地内企業との環境保全協定の
締結

工業団地内企業との環境保全協定の
締結

企業団地の43企業と協定を締結してい
る。水質、大気、騒音、振動、土壌汚
染、悪臭などにおいて基準を設けてお
り、各数値について毎月報告を受ける。

新たな企業が設立したときは、協定締結
を働きかける。市との協定のほか、公害
防止他の認定制度を研究し、様々な手法
による公害防止方法を検討したい。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 市との協定のほか、公害防止
他の認定制度を研究し、様々
な手法による公害防止方法を
検討したい。

公害苦情に対しては、適切に処理す
る

43

環境課（環境
保全係）

公害苦情処理の遂行 公害苦情処理の遂行 公害苦情処理の遂行 公害苦情処理の遂行 公害苦情のうち感覚公害が半分以上を占
めている。感覚公害のうち、悪臭苦情の
ついては、悪臭防止法に基づく臭気測定
の実施とそれに伴う指導を行っている。

引き続き、公害苦情処理を遂行する。 未定 未定 未定 未定 未定 未定 引き続き、公害苦情処理を遂
行する。

2-2 資源循環型まちづくりの推進
2-2-1 ３Ｒの推進

環境課（ごみ
減量係）

・ミックスペッパー分別チラシの作
成

・ごみ減量化容器等購入補助金の再
開
・せと環境塾にてエコクッキングの
開催

・シュレッダーごみを資源物として
収集開始
・せと環境塾にてエコクッキングの
開催

・資源物臨時拠点収集の開始
・せと環境塾にてエコクッキングの
開催

令和3年度のミックスペーパー収集開始
以降、一定の収集量を確保し、ごみ減量
の要因となっている。

ごみ処理に係る費用負担の適正化を
図る

43

環境課（ごみ
減量係）

取組なし 取組なし ・ごみ袋の価格を据え置く条例改正
案の可決
・一般廃棄物処理費用有料化の開始

取組なし 一般廃棄物処理費用有料化により、市民
のごみ減量意識や分別意識が啓発された
結果、総ごみ量については令和６年度実
績で目標の54％を達成した。

市場価格で流通している資源物袋は、燃
えるごみ指定袋の価格と比べて高額に
なっており市民の分別意識を阻害する要
因となっているため、資源物袋の条例化
について検討を進める。

家庭系ごみ中には資源物が混
入しており、さらなる分別を
啓発し、目標となる総ごみ量
の達成を目指す。

道の駅瀬戸しなのなどの施設から発
生する食品残渣のたい肥化、農家へ
の無償配布、食品スーパーなど事業
者との連携の仕組みづくりなど、リ
デュース（発生抑制）、リユース
（再使用）を優先的に推進

43

環境課（ごみ
減量係）

取組なし 取組なし 取組なし ・「おいくら」との不要品リユース
事業開始
・フードドライブポストの設置

政策推進課・
都市整備部・
教育政策課

建設リサイクル法に基づき、リサイ
クルを実施

建設リサイクル法に基づき、リサイ
クルを実施

建設リサイクル法に基づき、リサイ
クルを実施

建設リサイクル法に基づき、リサイ
クルを実施

建設リサイクル法に基づき、リサイクル
を実施

引き続き、建設リサイクル法に基づき、
リサイクルを実施する。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 引き続き、建設リサイクル法
に基づき、リサイクルを実施

2-2-2 ごみの適正処理の推進
環境課（ごみ
減量係）

ごみ減量化容器等購入補助金の再開

環境課（ごみ
減量係）

地域の衛生委員委嘱式にてごみの出
し方等について周知

・地域の衛生委員委嘱式にてごみの
出し方等について周知

・一般廃棄物処理基本計画の策定
・地域の衛生委員委嘱式にてごみの
出し方等について周知

・「令和７年度ごみ・資源物の出し
方」作成
・地域の衛生委員委嘱式にてごみの
出し方等について周知

環境課（ごみ
減量係）

・発火性危険物の分別収集開始 ・プラスチック製容器包装の分別収
集開始
・ペットボトル水平リサイクル事業
の協定締結

・一般廃棄物処理費用有料化の開始
・資源品目の追加（剪定枝、羽毛布
団）

・剪定枝等に係る予約制戸別収集の
実施

中間処理・最終処分については、関
係機関と連携しながら、適切な処理
を促進

43
環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし 実績なし 実績なし 実績なし 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

野焼きなど不法焼却に関する監視・
指導を強化

43

環境課（環境
保全係）

実績不明 年間苦情件数（19件） 年間苦情件数（17件） 年間苦情件数（12件） 野焼きによる苦情は年々緩やかに減少し
ているものの、農業に伴う野焼きについ
ては、苦情主の主張と農業者の主張が折
り合わず解決に至らない事案がある。

今後も警察・消防との連携を図り、同一
人物による野焼きが繰り返されることが
ないよう指導する。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 今後も警察・消防との連携を
図り、同一人物による野焼き
が繰り返されることがないよ
う指導する。

2-2-3 産業廃棄物、不法投棄対策の推進
産業廃棄物については、「瀬戸市産
業廃棄物関連施設の設置に係る紛争
の予防及び調整に関する条例」や
「産業廃棄物等関連施設環境保全対
策書作成指針」に基づき、市民と事
業者相互の合意形成のもとで、適正

44

環境課（環境
保全係）

条例に基づき適正に処理 条例に基づき適正に処理 条例に基づき適正に処理 条例に基づき適正に処理 条例に基づき適正に処理 条例に基づき適正に処理する。 未定 未定 未定 未定 未定 未定 条例に基づき適正に処理す
る。

不法投棄対策については、引き続き
監視・指導体制（監視カメラの設
置、パトロールなど）を強化

44
環境課（ごみ
減量係）

取組なし 取組なし 取組なし 取組なし

2-3 まちの環境の保全・創出
2-3-1 まちの環境美化の推進

環境課（衛生
係、ごみ減量
係）

（ふん害）啓発用看板、チラシの提
供により、住民の意識、マナーの向
上を図る。

（ふん害）啓発用看板、チラシの提
供により、住民の意識、マナーの向
上を図る。

（ふん害）啓発用看板、チラシの提
供により、住民の意識、マナーの向
上を図る。

（ふん害）啓発用看板、チラシの提
供により、住民の意識、マナーの向
上を図る。

環境課（ごみ
減量係）

取組なし 取組なし 取組なし 取組なし

地域や事業者などによる清掃美化活
動を支援

44
環境課（ごみ
減量係）

地域清掃活動のごみ回収、清掃袋配
布

地域清掃活動のごみ回収、清掃袋配
布

地域清掃活動のごみ回収、清掃袋配
布

地域清掃活動のごみ回収、清掃袋配
布

快適環境の充実にかかる取組とし
て、市民や事業者と連携・協働し
「環境美化事業」（環境美化イベン
ト、ボランディア清掃袋の配布、地
域清掃ごみの収集）を実施

44

環境課（ごみ
減量係）

地域清掃活動のごみ回収、清掃袋配
布

地域清掃活動のごみ回収、清掃袋配
布

地域清掃活動のごみ回収、清掃袋配
布

地域清掃活動のごみ回収、清掃袋配
布

2-3-2 まちなみ環境の保全・創出
民有地緑化助成事業（生けがき設置
奨励補助金）、花のまちづくり事業
（緑化推進奨励補助金）、緑の街並
み推進事業（都市緑化推進事業補助
金）などにより、民有地緑化を促進 44

建設課 花のまちづくり事業（緑化推進奨励
補助金）23件
緑の街並み推進事業（都市緑化推進
事業補助金）6件

花のまちづくり事業（緑化推進奨励
補助金）22件
緑の街並み推進事業（都市緑化推進
事業補助金）7件

花のまちづくり事業（緑化推進奨励
補助金）20件
緑の街並み推進事業（都市緑化推進
事業補助金）4件

花のまちづくり事業（緑化推進奨励
補助金）18件
緑の街並み推進事業（都市緑化推進
事業補助金）3件

花のまちづくり事業で商店街など民有地
の緑化により街並み環境の保全、創出を
することができた。
緑の街並み推進事業について、個人等の
限定的な効果に留まる面があった。
また、民有地緑化助成事業、花のまちづ
くり事業については、財源である瀬戸市
緑化推進基金の枯渇が見込まれたため令
和6年度をもって廃止となった。

民有地緑化を推進するために、より多く
の市民の方に緑化に興味を持っていただ
き、実践する機会を提供していく。

都市緑化推進事業補助
金を活用した
①緑の街並み推進事業
②たねダンゴ体験講習
会（春・秋）
③ガーデニング講習会
を実施。①については
継続、②③は新規事
業。

都市緑化推進事業補助
金を活用した
①たねダンゴ体験講習
会（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。
緑の街並み推進事業は
2025年度をもって終
了。

都市緑化推進事業補助
金を活用した
①たねダンゴ体験講習
会（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。

都市緑化推進事業補助
金を活用した
①たねダンゴ体験講習
会（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。

都市緑化推進事業補助
金を活用した
①たねダンゴ体験講習
会（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。

都市緑化推進事業補助
金を活用した
①たねダンゴ体験講習
会（春・秋）
②ガーデニング講習会
を実施。

空き家及び空き地の適正管理の促進 44 都市計画課
2-4 低炭素社会の実現に向けた取組の推進

2-4-1 賢い選択（COOL CHOICE）の展開
県の補助制度などを活用（情報提供
など）したエコカーへの買い替えな
ど、低炭素製品の普及を促す

45

商工観光課 中小企業を対象とした瀬戸市省エネ
促進事業補助金の実施

・中小企業を対象とした瀬戸市省エ
ネ促進事業補助金の実施
・中小企業を対象とした瀬戸市事業
用電気自動車等導入補助金の実施

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付
金により行われた事業である

外出や通勤時における公共交通機関
や自転車、カーシェアリングなどの
低炭素サービスの選択や、エアコン
のこまめな温度設定、クールビズ、
エコドライブなどの低炭素なライフ
スタイルへの転換といった「ＣＯＯ
Ｌ ＣＨＯＩＣＥ運動」を推進

45

環境課（環境
保全係）

2017年度に「瀬戸市グリーン購入調
達方針」を策定し、庁内のグリーン
購入の推進を図っている。

2017年度に「瀬戸市グリーン購入調
達方針」を策定し、庁内のグリーン
購入の推進を図っている。

「瀬戸市グリーン購入調達方針」に
則った物品の調達、役務の契約等を
行うよう、毎月、各課にエネルギー
使用量を照会する際、グリーン購入
の推進を呼びかけている。

「瀬戸市グリーン購入調達方針」に
則った物品の調達、役務の契約等を
行うよう、毎月、各課にエネルギー
使用量を照会する際、グリーン購入
の推進を呼びかけている。

2017年度に「瀬戸市グリーン購入調達方
針」を策定し、令和5年度に策定した
「第4次エコオフィスプランせと」の中
においても、グリーン購入・環境配慮契
約に取り組むよう推進している。

愛知県の事業である「脱炭素エキデン愛
知」SPOBYを推進するよう、資源リサイ
クルセンターを廃食用油の回収場所と
し、広報せとで周知した。

今後も県の事業に乗じて、

2-4-2 温室効果ガスの排出削減
環境課（環境
保全係）

実績なし 地方公共団体実行計画（事務事業
編）「第4次ｴｺｵﾌｨｽﾌﾟﾗﾝせと」策定

毎月、職員の省エネルギー行動を促進す
るよう呼びかけた。

引き続き、職員の省エネルギー行動を促
進するよう呼びかける。

教育政策課 市民公園AテニスコートＬＥＤ化 瀬戸市体育館照明設備ＬＥＤ化 ・瀬戸市南公園グラウンド照明設備
のLED化
・のぞみ学園照明ＬＥＤ化

・市民公園野球場照明ＬＥＤ化
・ﾊﾟﾙﾃｨせと市民交流ｾﾝﾀｰ（5階）照
明ＬＥＤ化
・文化センター（街灯）ＬＥＤ化

市内のスポーツ施設のLED化を行った。 令和8年から令和10年にかけて公共施設
照明設備をリース方式によりＬＥＤ化す
る。

市民、事業者も含め市全体の取組に
向けた「地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）」の策定を検討 45

環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし ・地方公共団体実行計画（区域施策
編）策定
・「2050年までに温室効果ガス排出
量実質ゼロ」を目指し、「ｾﾞﾛｶｰﾎﾞﾝｼ
ﾃｨ」宣言

実績なし 温室効果ガスの排出量低減や再生可能エ
ネルギーを取り入れるよう関係部署と連
携する。

2-4-3 気候変動の影響に対する適応策の推進
環境課（環境
保全係）

公所における「緑のカーテン」実施 公所における「緑のカーテン」実施
（191配布）

公所における「緑のカーテン」実施
（151配布）

・公所における「緑のカーテン」実
施（131配布）

CO2削減及び夏場の省エネ・節電対策啓
発の一環として保育園、小学校、公所に
配布を行っている。

申込数が減少傾向にある。CO2削減及び
夏場の省エネ・節電対策啓発としての位
置づけであることを子ども達に伝えてい
く。

・公所における「緑の
カーテン」実施

・公所における「緑の
カーテン」実施

・公所における「緑の
カーテン」実施

・公所における「緑の
カーテン」実施

・公所における「緑の
カーテン」実施

・公所における「緑の
カーテン」実施

CO2削減及び夏場の省エネ・
節電対策啓発としての位置づ
けであることを子ども達に伝
えていく。

環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし 「瀬戸市熱中症対策行動指針」及び
「熱中症特別警戒アラート」伝達体
制の整備

・「瀬戸市熱中症対策行動指針」の
運用開始
・官民クーリングシェルターの運用
開始

クーリングシェルターは、公共施設：
17、民間施設：24が登録しており、広報
やインスタで周知している。

「瀬戸市熱中症対策行動指針」に基づ
き、熱中症特別警戒情報に係る事前準
備、情報の収集、発表時の対応を円滑に
行えるようにする。国、県の動向をみな
がら、熱中症の発生の予防を強化する仕
組みを引き続き整備する。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 国、県の動向をみながら、熱
中症の発生の予防を強化する
仕組みを引き続き整備する。

県で策定された「愛知県気候変動適
応計画」を参考にしながら、「地域
気候変動適応計画」の策定を検討

45
環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし 実績なし 実績なし 実績なし 国、県の動向をみながら、熱中症の発生
の予防を強化する仕組みを引き続き整備
する。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 国、県の動向をみながら、
「地域気候変動適応計画」の
策定を検討を続ける。

2-4-4 再生可能エネルギーの活用促進

熱中症防止のための情報提供やクー
ルビズなどの普及を推進

県と連携しながら、河川・地下水の
水質汚濁や土壌汚染の防止のため、
監視・指導

「瀬戸市ポイ捨て及びふん害の防止
に関する条例」に基づき、市民等と
ともに環境美化意識やマナーなどの
向上を図る
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43

43
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建設リサイクル法に基づく、公共事
業における資材の再資源化の実施な
ど、リサイクル（再生利用）を推進

食品ロスの削減やミックスペーパー
の分別によるごみの減量化

ごみ分別などの「ごみ出しルール」
の周知徹底を図る
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「第３次エコオフィスプランせと
（瀬戸市地球温暖化防止実行計
画）」に基づき、市における全庁的
な環境配慮行動を推進



環境基本計画調査票

取組の総括
（成果・課題等）

契約終了（2030年度）
までの方向性

具体的な予定事業
2025年度

具体的な予定事業
2026年度

具体的な予定事業
2027年度

具体的な予定事業
2028年度

具体的な予定事業
2029年度

具体的な予定事業
2030年度

今後の方向性
施策の内容

掲載
ペー
ジ

担当課

2021年度 2024年度

今年度取組実績

2023年度2022年度 中間改定に向けた検討
2025年度～2030年度の具体的な予定事業

今年度取組実績 今年度取組実績今年度取組実績

基本目標
施策の方向性

施策

資料3-2

「瀬戸市自然環境等と太陽光発電設
備設置事業との調和に関する条例」
に基づき、太陽光発電設備と自然環
境等との調和に取り組む
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環境課（環境
保全係）

条例に基づき適正に処理 条例に基づき適正に処理 条例に基づき適正に処理 条例に基づき適正に処理 条例に基づき適正に処理 条例に基づき適正に処理する。 条例に基づき適正に処
理する。

条例に基づき適正に処
理する。

条例に基づき適正に処
理する。

条例に基づき適正に処
理する。

条例に基づき適正に処
理する。

条例に基づき適正に処
理する。

「住宅用地球温暖化対策設備導入費
補助金」の継続的な実施や新規の補
助制度などの支援策を構築
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環境課（環境
保全係）

住宅用地球温暖化対策設備導入費補
助金の実施（63件）

住宅用地球温暖化対策設備導入費補
助金の実施（65件）

住宅用地球温暖化対策設備設置費補
助金の実施（61件）

住宅用地球温暖化対策設備設置費補
助金の実施（64件）

令和5年度から補助の対象を太陽光パネ
ルから蓄電池、断熱窓などにし、時代に
合わせた内容とした。
また、断熱窓という比較的安価で取り組
みやすいものを補助の対象とし、幅広い
市民に申請してもらえるようにした。

補助金の申請状況、社会情勢やニーズを
把握し、毎年、補助対象が妥当である
か、ニーズに合ったものを補助の対象と
していく。

・住宅用地球温暖化対
策設備設置費補助金の
実施

・住宅用地球温暖化対
策設備設置費補助金の
実施

・住宅用地球温暖化対
策設備設置費補助金の
実施

・住宅用地球温暖化対
策設備設置費補助金の
実施

・住宅用地球温暖化対
策設備設置費補助金の
実施

・住宅用地球温暖化対
策設備設置費補助金の
実施

ニーズを把握し、ニーズに
合ったものを圃場の対象とし
ていく。

大学などの学術・研究機関や事業者
と連携しながら、研究開発や市民向
け講座などを実施
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環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし せと環境塾にてｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙに関する
講義、ZEBの見学

せと環境塾にて省エネに取り組む企
業の工場見学の開催

工場見学の前にｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ、瀬戸市地
球温暖化対策実行計画を説明し、市だけ
でなく市民・企業ともに取り組んでいく
必要があることを伝えた。

今後、企業のｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙに対する意識
は高まると見込まれ、企業の取組を知っ
てもらうことは企業としての付加価値を
上げるものとなり、講座の参加者も環境
意識を高めるものであるため、事業を継
続していく。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 様々な企業と連携をとること
で、企業ごとに異なった取組
を学ぶことができる。そこで
得た知識を企業に還元するこ
とで市全体で計画の目標であ
る2013年度比50％削減を達成
したい。

2-4-5 省エネルギーの促進
環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし 実績なし 実績なし 蛍光灯の製造と輸出入が廃止になること
に伴い、これを契機にＬＥＤ照明に取り
換えるホームページで周知した。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

コミュニティ
推進課

瀬戸市ＬＥＤ防犯灯設置費補助金の
交付

瀬戸市ＬＥＤ防犯灯設置費補助金の
交付

瀬戸市ＬＥＤ防犯灯設置費補助金の
交付

瀬戸市ＬＥＤ防犯灯設置費補助金の
交付

自治会所有の防犯灯についてもLED化を
図ることで電気料金削減につながる。

市内防犯灯のＬＥＤ化率は80.3％とな
り、今後もＬＥＤ化を進める。

市内防犯灯のＬＥＤ化率
100％を目指し、ＬＥＤ防犯
灯の設置費補助を行う。

住宅・事務所などの省エネルギー化
（断熱施工、省エネ性能の高い設備
の導入、ネット・ゼロ・エネル
ギー・ハウス（ZEH）の普及など）を
促進
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環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし 実績なし 実績なし 広報、ホームページ等で周知啓発を行い
促進する必要がある。

LED、省エネ家電を選択する、断熱省エ
ネ住宅に住むなど脱炭素につながる新し
い豊かな暮らしを作る国民運動（デコ
活）の機運を盛り上げていく。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 LED、省エネ家電を選択す
る、断熱省エネ住宅に住むな
ど脱炭素につながる新しい豊
かな暮らしを作る国民運動
（デコ活）の機運を盛り上げ
ていく。

基本方針3　瀬戸の“ひとびと”
3-1 多様な主体の連携・協働

3-1-1 多様な主体の連携・協働の強化
パートナーシップ型組織（市民・事
業者）と市の２者連携による活動を
さらに強化するとともに、市民・事
業者・市の３者連携を図るなど、連
携を強化
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環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ型組織「サステナブルせ
と」の設立

せとまるっと・環境クラブによるア
カヅガキの保全

（再掲）せとせとまるっと・環境クラブ
と市内企業と共同で行っている事業であ
り、サステナブルせとの機能が具象化し
た事例である。

（再掲）アカヅガキ保全は、今後も引き
続き行い、経過観察する。企業敷地内に
おける藤棚の整備を今後どう行っていく
かが課題として挙げられている。そのほ
か、協働事業が多く取り組まれるよう支
援する。

アカヅガキの保全 アカヅガキの保全 未定 未定 未定 未定 （再掲）アカヅガキのほか、
企業敷地内における藤棚の整
備を今後どう行っていくかが
課題として挙げられている。
こうした協働事業が多く取り
組まれるよう支援する。

大学などの学術・研究機関との連携
を図り、市民・事業者とも合わせた
４者による連携・協働を推進
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環境課（環境
保全係）

・名古屋産業大学と協働し、特定地
区の保全・啓発
・プロジェクションマッピング作成

・名古屋産業大学と協働し、「マイ
ビオあいち」の制作
・愛知工業大学と協働し、丘陸地の
生物調査の実施

愛知工業大学と「ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙへの意
識向上に向けた取組」としてｱﾝｹｰﾄ調
査・訪問調査の実施

愛知工業大学と協働し、川の生物講
座の開催

毎年、大学と様々な企画で、学生だけで
なく住民とも連携・協働している。学生
は異なるバックグラウンドや視点を持ち
込むため、行政だけでは見えにくい問題
点や新しいアイデアを提供してくれるた
め、引き続き連携を図っていく。

新しい取り組みや企画を考える一方で、
「マイビオあいち」を効果的な広報戦略
を通じてさらに多くの人々にアプローチ
するかを模索する。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 学生だけでなく、地域住民と
も協働することで、学生の最
新の学識と地域住民の地元の
特性や実情に関する知見を統
合し、地域の特性に合わせた
環境問題へのアプローチす
る。3-1-2 地域の自発的な取組の支援

環境課（環境
保全係）

・各種団体、地域住民による蛇ヶ洞
川清掃活動

・各種団体、地域住民による蛇ヶ洞
川清掃活動

・各種団体、地域住民による蛇ヶ洞
川清掃活動

・各種団体、地域住民による蛇ヶ洞
川清掃活動

各種団体、地域住民と連携した取り組み
ができた。

引き続き、各種団体、地域住民と連携し
た取り組みを進める。

・各種団体、地域住民
による蛇ヶ洞川清掃活
動

・各種団体、地域住民
による蛇ヶ洞川清掃活
動

・各種団体、地域住民
による蛇ヶ洞川清掃活
動

・各種団体、地域住民
による蛇ヶ洞川清掃活
動

・各種団体、地域住民
による蛇ヶ洞川清掃活
動

・各種団体、地域住民
による蛇ヶ洞川清掃活
動

環境課（ごみ
減量係）

・瀬戸市環境衛生審議会の開催（計
３回）
・ごみ減量推進会議の開催（計７
回）

・瀬戸市環境衛生審議会の開催（計
３回）
・ごみ減量推進会議の開催（計１１
回）

・瀬戸市環境衛生審議会の開催（計
４回）
・ごみ減量推進会議の開催（計１０
回）

・瀬戸市環境衛生審議会の開催（計
２回）
・ごみ減量推進会議の開催（計６
回）

環境課（衛生
係）

繁殖時期において、自治会（9連
区）、職員有志によるオオキンケイ
ギクの駆除活動を実施

繁殖時期において、自治会（9連
区）、職員有志によるオオキンケイ
ギクの駆除活動を実施

（再掲）自治会の参加連区も増加してお
り、市はトングの貸し出しやごみ袋の提
供により支援を行ってきた。

（再掲）地域主体の活動であり、地域力
を高めるものでもあることから、市も可
能な限り支援・協働していく。実際の駆
除活動と並行して、看板、のぼりを用い
た啓発活動も進めていく。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 （再掲）実際の駆除活動と並
行して、看板、のぼりを用い
た啓発活動も進めていく。

3-2 グリーンな経済システムの構築
3-2-1 地域資源を活用した環境ビジネスの支援

商工観光課 実績なし 実績なし 実績なし 実績なし 未定 未定 未定 未定 未定 未定
農林課 実績なし 実績なし 実績なし 道の駅瀬戸しなのの食堂で提供する

地元の農畜産物を活用した新商品の
開発

地元産の農畜産物を活用することで地産
地消を促進し、地域農業の活性化に取り
組んでいる。

道の駅での販売を継続していく。 道の駅での販売を継続
していく。

道の駅での販売を継続
していく。

道の駅での販売を継続
していく。

道の駅での販売を継続
していく。

道の駅での販売を継続
していく。

道の駅での販売を継続
していく。

事業者のパートナーシップ型組織と
連携し、環境ビジネスに特化したセ
ミナーなどの開催にむけた体制、仕
組みづくりを行う
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環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし 実績なし 実績なし 環境ビジネスに特化したセミナーなどの
開催にむけた体制、仕組みづくりができ
なかった。

サステナブルせとを活用し、今後取り組
んでいく。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 サステナブルせとを活用し、
今後取り組んでいく。

3-2-2 事業者の環境情報の発信の促進
「瀬戸市環境の保全及び創造に関す
る協定」締結事業所の事業活動や環
境情報の公表など、市内の事業者自
らがＥＳＧ投資の投資先となるため
の情報発信などを促進
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環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし 実績なし 実績なし 市内の事業者自らがＥＳＧ投資の投資先
となるための情報発信などできなかっ
た。

未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

3-3 市民・事業者の環境意識の向上
3-3-1 環境教育・環境学習の推進

「せと環境塾」による環境講座
（フィールドワーク、座学、オンラ
イン講座など）を定期的に実施
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環境課（環境
保全係）

せと環境塾の開催（4講座 54名） せと環境塾の実施
（7講座　184名）

せと環境塾の実施
（4講座　23名）

せと環境塾の実施
（9講座　243名）

講座によって応募者数にばらつきがあ
る。講座後に行うｱﾝｹｰﾄによると、講座
に対する満足度は高い。

単に講座回数、参加者数を追うだけでな
く、講座を受講して環境に対する認識が
変わり、行動に移していく過程が重要で
あるため、ｱﾝｹｰﾄ項目を工夫し、新たな
指標を設ける。講座の目的を受講者が環
境意識を高め、学びを通じて具体的な行
動変容を促進することとし、受講前後
で、知識や理解が深まった結果、環境意
識にどのような変化があったかを振り返
るような内容にする。

・せと環境塾の実施
・アンケート結果の活
用

・せと環境塾の実施
・アンケート結果の活
用

・せと環境塾の実施
・アンケート結果の活
用

・せと環境塾の実施
・アンケート結果の活
用

・せと環境塾の実施
・アンケート結果の活
用

・せと環境塾の実施
・アンケート結果の活
用

講座の目的を受講者が環境意
識を高め、学びを通じて具体
的な行動変容を促進すること
とし、受講前後で、知識や理
解が深まった結果、環境意識
にどのような変化があったか
を振り返るような内容にす
る。

自然ガイドボランティアの育成・支
援を充実

49
環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし 実績なし 実績なし 自然ガイドボランティアの育成・支援を
充実はできなかった。

予定なし。 未定 未定 未定 未定 未定 未定

大学や事業者などの学術・研究機関
など、多様な主体との連携・協働に
よる環境講座の実施
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環境課（環境
保全係）

せと環境塾認定講座の開催 せと環境塾認定講座の開催
あいち海上の森センター　（5回　50
名）
海上の森の会　（14回　303名）
猿投の森づくりの会　（21回　150
名）
シデコブシの会　9回　169名

せと環境塾認定講座の開催
海上の森の会　（21回　386名）
猿投の森づくりの会　（12回　185
名）
シデコブシの会　（9回　124名）

せと環境塾認定講座の開催
海上の森の会　（33回　540名）
猿投の森づくりの会　（19回　246
名）
シデコブシの会　（8回　170名）

毎年、数多くの講座を開催しており、一
定の集客数がある。大学や事業者などの
学術・研究機関は、環境問題に関する専
門知識や最新の情報を持つ人材がいるた
め、協働は不可欠である。

市は広報活動をし、大学や事業者などの
学術・研究機関が主体となる活動を継続
していく。市民団体と情報交換をし、参
加者数やリピート率アップにつながる工
夫を共有し、ともにさらに魅力ある講座
を増やしていく。

・せと環境塾認定講座
の開催

・せと環境塾認定講座
の開催

・せと環境塾認定講座
の開催

・せと環境塾認定講座
の開催

・せと環境塾認定講座
の開催

・せと環境塾認定講座
の開催

市民団体と情報交換をし、参
加者数やリピート率アップに
つながる工夫を共有し、とも
にさらに魅力ある講座を増や
していく。

小中学校などの教育現場での環境に
関する内容を取り入れた授業カリ
キュラムを充実

49

環境課（環境
保全係）

実績なし ・出前講座の実施（3回）
・校内放送用音声ツールの作成

・出前講座の実施（7回）
・校内放送用音声ツールの作成

・出前講座の実施（1回）
・校内放送用音声ツールの作成

出前授業に加え、瀬戸市の川の生き物紹
介動画を作成し、小学校に配布し、HPで
公開した。また、魚・水生生物の見分け
方シートを作成し、水生生物調査や出前
授業などで活用した。

瀬戸市の川の生き物紹介動画、魚・水生
生物の見分け方シートなど既存の財産を
使用し、遊び感覚で環境問題について学
習してもらう。早い段階から環境問題に
ついて学ぶことで、子どもたちの環境意
識を高め、将来のリーダーや社会の担い
手となる人材を形成にもつながるため、
魅力ある内容を考えていく。

継続 継続 継続 継続 継続 継続 早い段階から環境問題につい
て学ぶことで、子どもたちの
環境意識を高め、将来のリー
ダーや社会の担い手となる人
材を形成にもつながるため、
魅力ある内容を考えていく。

3-3-2 環境情報の共有、発信
様々な手段（ホームページ、ＳＮ
Ｓ、紙媒体など）を活用して情報発
信の充実を図る

49

環境課（環境
保全係）

・公式インスタグラムの運用開始
・オンラインシステムを利用した講
座の実施

・インスタグラムへの定期的な投稿
・せと環境塾Web講座の配信

・インスタグラムへの定期的な投稿
・せと環境塾Web講座の配信

・インスタグラムへの定期的な投稿
・せと環境塾Web講座の配信

従前のfacebookからインスタグラムへと
移行し、リール動画を投稿するなど若者
に魅力を感じてもらえるよう工夫してい
る。
また、コロナを契機に始めたWeb講座も
いつでもどこでも学べるツールとしての
役割を果たしている。

時代に即した媒体を使って情報発信をす
ることで、若い世代を中心に環境意識を
高めるよう努める。SNSや動画プラット
フォームを活用して、環境問題に関する
魅力的なコンテンツを制作し、共有して
いく。
そして、環境に関心のある若者同士が情
報を交換したり、意見を共有したりする
場を提供する。

継続 継続 継続 継続 継続 継続 SNSや動画プラットフォーム
を活用して、環境問題に関す
る魅力的なコンテンツを制作
し、共有していく。
そして、環境に関心のある若
者同士が情報を交換したり、
意見を共有したりする場を提
供する。

自然観光資源の魅力の紹介や、市
民・事業者の環境への取組などの情
報発信

49

商工観光課 瀬戸市まるっとミュージアム・観光
協会HP及びインスタグラムでの情報
発信（岩屋堂公園・定光寺公園の
桜、新緑、紅葉情報等）

瀬戸市まるっとミュージアム・観光
協会HP及びインスタグラムでの情報
発信（岩屋堂公園・定光寺公園の
桜、新緑、紅葉情報等）

瀬戸市まるっとミュージアム・観光
協会HP及びインスタグラムでの情報
発信（岩屋堂公園・定光寺公園の
桜、新緑、紅葉情報等）

瀬戸市まるっとミュージアム・観光
協会HP及びインスタグラムでの情報
発信（岩屋堂公園・定光寺公園の
桜、新緑、紅葉情報等）

四季の自然を主にインスタグラムを用い
て発信を行った。

継続 継続 継続 継続 継続 継続 継続

自然ガイドボランティア情報のデー
タベース化

49
商工観光課 実績なし 実績なし 実績なし 実績なし 実績なし 未定 未定 未定 未定 未定 未定 未定

3-3-3 環境イベントの開催
市民の環境に対する意識向上のため
のイベント（環境フェアなど）の開
催（環境活動団体や事業者などの環
境に関する取組の紹介など）を実施

49

環境課（環境
保全係）

公式インスタグラムのキャンペーン
実施

実績なし 実績なし 実績なし 主催イベントを開催することはなかっ
た。

連携イベントや共催イベント実施時に実
施したい。

未定 未定 未定 未定 未定 未定

環境基本計画の市民の認知度を上げ
るためのＰＲを行う

49
環境課（環境
保全係）

実績なし 実績なし 実績なし 実績なし PRはできなかった。 PRできる手法を検討したい。 未定 未定 未定 未定 未定 未定

事業者などと連携し、地元の環境資
源を活用したブランド商品の開発を
支援

48

市民・地域・事業者の省エネ行動
（省エネ家電への買い替え、照明の
ＬＥＤ化など）を促進

地元自治会などと連携しながら、地
域の自発的な環境への取組を促す仕
組みを検討

46

48


